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D1 Trend Method Basic Style Text（Ⅰ） 

第２章 基本テクニック（手法基本手順） 
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  第 2章 基本テクニック（手法基本手順） 
第１ステップ トレンドを探す① 

■トレンドは PO（パーフェクトオーダー）の有無で判断 

 

トレンドは、【テンプレート①】を使って探します。その方法は、

日足チャートに表示している３本の EMA（指数平滑移動平均線）

の並びが PO（パーフェクトオーダー）の有無を確認して判断しま

す。そして、確認後、POが有ればそのチャートはトレンド中と判

断します。 

 

従って、ここでの判断作業の結果での行動は、 

 

●PO（パーフェクトオーダー）【有】の場合 

 ⇒ 第２ステップへ 

 

●PO（パーフェクトオーダー）【無】の場合 

 ⇒ 別の通貨ペアで再度確認 or 当日のトレード中止 

 

とします。 

 

 

 

 

 

 

上 PO【有】 上 PO【無】 
上 PO 

【有】 

■EURUSD日足チャート（2020.05.29～07.10）[MT5] 
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第 2章 基本テクニック（手法基本手順） 
第１ステップ トレンドを探す② 

◆PO（パーフェクトオーダー）とは？ 

PO（パーフェクトオーダー）とは、３本の EMA（指数平滑移動平

均線）が期間日数順に並んでいることを指します。 

 

●上 PO（パーフェクトオーダー）の場合（右上図）：上昇トレンド 

一番上：EMA（指数平滑移動平均線）：期間 5 

真ん中：EMA（指数平滑移動平均線）：期間 11 

一番下：EMA（指数平滑移動平均線）：期間 20 

 

●下 PO（パーフェクトオーダー）の場合（右下図）：下落トレンド 

一番下：EMA（指数平滑移動平均線）：期間 5 

真ん中：EMA（指数平滑移動平均線）：期間 11 

一番上：EMA（指数平滑移動平均線）：期間 20 

 

右図は、EURUSD の日足チャートの PO を示している部分になり

ます。 

※点線で囲っている部分は PO（パーフェクトオーダー）ではない部分です。 

 

 

EMA：期間５ 

EMA：期間 11 

EMA：期間 20 

EMA：期間 20 

EMA：期間 11 

EMA：期間 5 

ボリンジャーバンド+2σ  

 

ボリンジャーバンド-2σ  

 

■EURUSD日チャート [MT5] 

（上 PO:2020.12.01～2021.01.14／下 PO：2021.02.12～03.24） 
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第 2章 基本テクニック（手法基本手順） 
第２ステップ 押し目ポイントを確定する① 

■押し目ポイントはインジケータと現在の価格との位置関係

で判断 

 

３本の EMAと BB±２σの４本のラインと現在の価格との位置関係

で、押し目判断時間チャートを分類します。 

 

●位置関係で分類される４つ 

A：BB±２σより外側に価格がある場合 

⇒ 30分チャート 

B：EMA（5）にタッチ or 外側に価格がある場合 

⇒ 1時間・2時間・3時間・4時間チャート 

C：EMA（11）にタッチ or EMA（5）手前に価格がある場合 

⇒ 2時間・3時間・4時間・6時間チャート 

D：EMA（20）にタッチ or EMA（11）手前に価格がある場合 

⇒ 4時間・6時間・8時間・12時間チャート 

 

と分類します。従って、位置関係を確認したら分類した時間足チャ

ートで押し目の確認をしてください。 

 

 

この分類に関して、文章だけでは分からないと思いますので、次ペ

ージにてわかりやすく図を上げています。加えて、詳細解説動画も

用意していますので、そちらも確認してください。特に、このポイ

ントは、テキスト（文字）だけでは伝わりづらいテクニックになる

ので、必ず図や動画で補足してください。 

 

最後に、この分類は、あくまで目安としての分類と考えてください。

基本は、この分類の時間足チャートが押し目になる確率がかなり高

いですが、FX チャートは常に違う状況になっていますので、稀に

これに当てはまらない瞬間があります。 

 

その場合の対応としては、『柔軟に対応する』か『当日はトレード

しないと判断する』というなどの対応をお願いします。オススメは

後者です。理由としては、あえて難しいポイントでトレードをやる

必要はありません。 

 



D1 Trend Method Basic Style Copyright P.T.Method 2021 , All Right Reserved  5 / 14 

  

第 2章 基本テクニック（手法基本手順） 
第２ステップ 押し目ポイントを確定する② 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

A 

D 

C 

B 

EMA：期間 5 

EMA：期間 11 

EMA：期間 20 

BB＋2σ：期間 20 A 

B 

C 

D 
EMA：期間 5 

EMA：期間 11 

EMA：期間 20 

BB-2σ：期間 20 

※このステップでは、現在の価格

がどの分類ゾーンに位置してい

るのかをざっくり判断してくだ

さい。 

 

この作業は、押し目を見つけるた

めの時間足チャートの分類を決

めるだけの作業だからです。重要

なのは、分類を決めた後の作業で

す。 

上 PO 

下 PO 

■EURUSD 日足チャート インジのみ表示 

（2020.12.01～2021.01.14） [MT5] 

 

■EURUSD 日足チャート インジのみ表示 

（2021.02.12～03.24） [MT5] 
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第 2章 基本テクニック（手法基本手順） 
第２ステップ 押し目ポイントを確定する③ 

■分類した各時間足チャートで、BB±2σにタッチしているこ

とを確認 

 

これは押し目を探す作業です。なので、各時間足チャートの 

・上 PO（パーフェクトオーダー）中なら、BB-2σタッチ 

・下 PO（パーフェクトオーダー）中なら、BB₊2σタッチ 

を確認してください。そして、確認後、 

 

●BB±2σタッチ【有】の場合 

 ⇒ 第３ステップへ 

 

●BB±2σタッチ【無】の場合 

 ⇒ 別の通貨ペアで再度確認 or 当日のトレード中止 

 

◆タッチの定義とは？ 

BB±2σに対して、ローソク足が【ヒゲ】でも【実線】でもいいの

でタッチしていることです。タッチしていない場合、【押し目にな

っていない】と判断します。 

 

 

 

※図のように BB±2σに

対しての抜け具合は少し

でもいいので、タッチし

ていることが重要です。 

ヒゲのみタッチ 

実線抜けタッチ 

■EURUSD6時間足チャート（2021.03.02～03.11）[MT5] 

■EURUSD6時間足チャート（2020.12.11～12.23）[MT5] 



D1 Trend Method Basic Style Copyright P.T.Method 2021 , All Right Reserved  7 / 14 

  

第 2章 基本テクニック（手法基本手順） 
第３ステップ 反転ポイントを見つける① 

■反転は、BB±2σにタッチ後、EMA（5）を進行方向にローソク

足実線抜けで判断 

 

反転の判断ポイントは、 

●上 PO（パーフェクトオーダー）の場合、BB-2σタッチ後、EMA(5)

を陽線ローソク足で実線抜けしていること。（右図参照） 

 

●下 PO（パーフェクトオーダー）の場合、BB+2σタッチ後、EMA(5)

を陰線ローソク足で実線抜けしていること。 

 

を確認してください。その上で、 

 

●確認が出来たチャートは、【反転済み】と判断 

●確認が出来なかったチャートは、【反転予定】と判断 

 

どちらの状態でも、トレード戦略別に作業が続きます。 

 

 

 

 

※図のように、EMA(5)

を実線で抜いた事実が

重要です。 

------------------------ 

■日チャート上 PO中、

4 時間足チャート BB-2

σタッチ後の EMA(5)実

線抜け確定。 

■EURUSD4時間足チャート（2020.07.29～08.03）[MT5] 
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第 2章 基本テクニック（手法基本手順） 
第３ステップ 反転ポイントを見つける② 

■【反転済み】と【反転予定】で考えるべきトレード戦略は２つ 

 

●【反転済み】の場合 

⇒ すでに反転確定と判断して、第 4ステップへ 

 

●【反転予定】の場合 

⇒ まだ反転確定していないが反転する可能性があると判断して、

第 4ステップへ 

 

≪ ワンポイントアドバイス ≫ 

【反転予定】の場合、近未来に対して『反転するだろう』という可

能性で、次のステップへいくので、近未来のチャートをイメージす

ることが重要です。 

 

 

 

 

 

 

【反転済み】 
EMA(5)ローソク足実線 

上抜け済み 

【反転予定】 

EMA(5)ローソク足実線 

上抜けナシ 

■EURUSD4時間足チャート（2020.07.29～08.03）[MT5] 
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第 2章 基本テクニック（手法基本手順） 
第４ステップ トレード準備① 

■損切り・利益確定ラインの確定 

 

≪ 損切りライン定義 ≫ 

●上 PO判断の場合（右図参照） 

⇒ BB-2σタッチローソク足最安値ヒゲ下を基準に視覚的に空間

が見える程度の余裕を持たせたポイントにラインを設定 

 

●下 PO判断の場合 

⇒ BB+2σタッチローソク足最高値ヒゲ上を基準に視覚的に空間

が見える程度の余裕を持たせたポイントにラインを設定 

 

※下を狙う場合の注意事項 

余裕を持たせる空間は下を狙う場合、上を狙う場合より気持ち広く

してください。ローソク足が sell表示の場合、スプレット分が見え

ないので、ギリギリ損切りされることがあるため。ask表示の場合

は、逆になります。 

 

 

 

 

■EURUSD4時間足チャート（2020.07.29～08.03）[MT5] 

【反転済み】基準 

BB-2σタッチ 

※視覚的余裕の空間 

【反転予定】基準 

BB-2σタッチ 

※視覚的余裕の空間 
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第 2章 基本テクニック（手法基本手順） 
第４ステップ トレード準備② 

■損切り・利益確定ラインの確定 

 

≪ 利益確定ライン定義 ≫ 

●上 PO判断の場合（右図参照） 

⇒ BB-2σタッチの押し目ポイントの同時間足チャートの直近上

にある頂点ローソク足外側（上）実線を利益確定ラインと設定 

 

●下 PO判断の場合 

⇒ BB+2σタッチの押し目ポイントの同時間足チャートの直近下

にある頂点ローソク足外側（下）実線を利益確定ラインと設定 

 

 

 

 

 

 

 

 

【反転済み】基準 

BB-2σタッチ 

●利益確定ライン 
-------------------- 
直近高値ローソク足
外側（上）実線 

●利益確定ライン 
-------------------- 
直近高値ローソク足
外側（上）実線 

【反転予定】基準 

BB-2σタッチ 

■EURUSD4時間足チャート（2020.07.29～08.03）[MT5] 
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第 2章 基本テクニック（手法基本手順） 
第４ステップ トレード準備③ 

■利と損のバランス確認① 

 

●利幅と損切り幅の考え方 

トレードを開始しようとするポイント（価格）を基準にして、 

 

・基準価格から利益確定ラインまでの幅を【利幅】 

・基準価格から損切りラインまでの幅を【損切り幅】 

 

と設定します。 

 

≪ 注意事項 ≫ 

トレードを開始しようとするポイント（価格）は、あくまでおよそ

の価格と理解してください。FX の価格とは、常に動いているもの

です。なので、自分の予定・予測した価格でエントリーすることは、

指値エントリー以外ほぼ不可能です。従って、バランスを計る幅に

関しては、【大きめの損切り幅】に【小さめの利益幅】で考えるこ

とを推奨します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

損切りライン 

基準価格 

利益確定ライン 

【損切り幅】 

【利幅】 

■EURUSD4時間足チャート（2020.07.29～08.03）[MT5] 
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第 2章 基本テクニック（手法基本手順） 
第４ステップ トレード準備④ 

■利と損のバランス確認② 

 

●利幅と損切り幅の対比バランス確認 

前項で導き出した【利幅】と【損切り幅】を対比させます。ここで

考えるべきポイントは、【損切り幅】を【１】とした時の、【利幅】

が【１以上】であることです。 

 

◆【損切り幅】：【利幅】＝【１】：【１以上】 

※【１以上】の定義は、【１.0】でも【１.1】でも【１.3】でも【２.０】でも

大丈夫です。しかし、【０.９】や【０.８】では、ダメです。 

 

この結果、 

・【OK】の場合、トレード最終確認 OKとして、第５ステップへ 

・【NO】の場合、トレード不可と判断して、別通貨を探しに行くか、

当日のトレード中止と判断します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

損切りライン 

基準価格 

利益確定ライン 

【損切り幅】 

【利幅】 

■EURUSD4時間足チャート（2020.07.29～08.03）[MT5] 
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第 2章 基本テクニック（手法基本手順） 
第５ステップ トレード最終準備① 

■損切り幅に合わせた枚数（Lot数）計算 

 

●投資資金に対してリスク【２％】で枚数を計算 

⇒ 計算した枚数を入力してエントリー開始 

 

第 4 ステップまでに行ったトレード行うための条件確認をすべて

条件クリアと判断することで、トレード開始OKとなるわけですが、

最後にトレードに対してどれだけのリスクを持つのかということ

を決める必要があります。いわゆる、【リスク管理】と言われるも

のです。この【D1 Trend Method Basic Style】では、始めるにあ

たって初期段階でのトレードリスクは FX投資資本（口座に入金し

た金額）に対して、【２％】を推奨します。これは、FXが、技術面

だけでなくメンタルも必要であることにつながるのですが、ここに

ついては、別紙 or 動画で解説しているのでそちらを確認してくだ

さい。しかし、トレードに慣れてくれば、リスクを【３％】、【５％】

と多く持つことは問題ありません。しかし、FX トレードの初期段

階に関しては、メンタル対策も含めて投資リスクは【２％】を推奨

します。 

 

 

 

この【リスク管理】の枚数計算は、毎回変わりますので、ご自身で

の計算をお願いします。 

 

しかし、この枚数計算を簡単にする【リスク管理数量計算表】をご

用意していますので、そちらを活用して頂いても大丈夫です。この

使い方に関しては、別紙と動画で解説していますので、使い方が分

からない方は、そちらで確認してください。 

 

≪ 注意事項 ≫ 

第 3ステップでの【反転予定】の場合、EMA(5)をローソク足実線で

抜けるまで確定していないので、予測として【損切り幅】を用意し

なければなりませんので、余裕を持った数値を予測しておくことが

必要です。この部分に関しても、動画で解説しているので、確認し

てください。 
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第 2章 基本テクニック（手法基本手順） 
■押し目時間チャート総合参考図（押し目反転 OKから利益確定までの軌跡） 

 

 

 

 

 

 
■EURUSD4時間足チャート（2020.07.29～08.05）[MT5] 

損切りライン 

基準価格 

利益確定ライン 

【損切り幅】 

【利幅】 

※BB-2σタッチ 

※ここで利益確定 

※トレード時間 
 
このトレードは、エントリーか
ら 4時間ローソク足 11本目で
利益確定をしたので、40時間～
44時間の時間が必要なトレー
ドとなります。 

※4時間ローソク足 11本目で到達 

※利と損の対比バランス 
利：（1.18969）-（1.17613）＝135.6pips 
損：（1.17613）-（1.16899）＝71.4pips 
 
【損切り幅】：【利幅】＝【71.4】：【135.6】 
【損切り幅】：【利幅】＝【1.0】：【1.8】 

※EMA(5) 
ローソク足上抜け確定 

 
よりエントリーOKと

判断 

※利益確定
基準 


